
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年６月 

 大津市立瀬田幼稚園   

水たまりが心を動かしました。 

 6 月の初旬に降った大雨の後に、園庭には大きな水たまりがあちこちにできました。 

地面も湿っていて、これまで遊んでいたような環境をつくることができず、かといって保

育室で遊ぶのはなにか違う気がするし…と担任たちが頭を抱え、相談しています。「今日

は、水たまりだけで遊んでみようか。」と思い切った環境で子どもたちを迎えることにし

ました。 

 何もないように見える園庭ですが、大きな水たまりが子どもたちを出迎えるかのように

一際目立っていますが、子どもたちは何か戸惑っているようにも見えます。「わぁ～めっ

ちゃくちゃ大きな水たまりができている！」と担任たちが歓声をあげると、子どもたちも

次々の水たまりに手を入れていきます。 

 こうなれば、子どもたちはどんどん自分たちで遊びをつくっていきます。泥を集めたり、

泥水をすくったり水たまりの中に足をつけたりしながら、「こっちと色が違う。」「こっち

の方がトロトロしている。」と発見していきます。そんな友達の姿を見て、少し泥が苦手

に思うこどもたちもスコップやカップを使って関わる姿が出てきました。 

 「水たまりでだけでも、こんなに遊べるんですね。」保育を終え、担任たちから出た言

葉です。心が動いたのは子どもも大人も同じです。 

季節は夏至を過ぎ、夏に向かっています。と同時に梅雨ならで

はの蒸し暑い日が続き、体調管理が難しくなりますが、子どもた

ちは園庭で元気に遊ぶ姿があります。 

                     ３歳児 

                       泥や砂で思い思いに遊ぶことから、もの（道具や容器）を使っ

て遊ぶ姿が見られるようになってきました。3 歳児は、右と左

が異なる動作ができるようになる時期です。（左手でカップを

支えながら右手で注ぐなど）様々な大きさのカップを使ってペ

ットボトルに水を汲んだり別の容器に移し替えたりすること 

を楽しめるような教材を考えました。子どもたちは注ぎ口を注視しながら水を注ぐことに集 

中しています。うまく入ると「できた。」と言わんばかりの笑顔が見られたり「見て見て～。」 

と声をかけてくれたりすることが増えました。「ねぇ先生見ててね。」と言われ、「うん。」と 

答えているのに「ねぇ見て。」と何度も聞こえてきます。視線の先には担任の先生が…。なん 

てこともありますが、子どもたちの「見て見て。」の気持ちに共感しながら、水に触れて遊ぶ 

心地よさを一緒に感じていきたいと思っています。 

 こんなのあったら 
楽しいかな？ 
手作りの教材です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                     ４歳児  

               園庭にはいろいろな質の砂や土があり、水と混ざるとトロ 

              トロになったりねっとりしたり色が変わったりと変化して 

いきます。4 歳児の子どもたちはその特性に気付き、自分の 

遊びの目的に合ったものを選んでいます。ねっとりした泥は 

おたまやスプーンですくって容器に移すには根気がいりま 

すが、じっくりと向き合っています。思ったように手首を返

すことができるようになってくるので、ペットボトルで「ひしゃく」をつくりました。 

水をすくって容器に入れる。簡単なことのように思いますが、すくう 

水の量によって水の重さを感じながら「こぼさないように入れたい。」 

という思いをもって、水を汲んでいます。 

                        ５歳児 

                 園庭の真ん中に置かれた樋やバケツから使いたい 

ものを選んで自分たちの遊びの場に運んでいく姿を 

見ると 5 歳児の頼もしさを感じます。「樋を使って水 

を流したい。」という同じ目的をもった友達と一緒に 

遊ぶことの楽しさを感じながら、バケツいっぱいの水

を運んでいます。大人は経験から高低差をつけると水が流れることや樋のつなぎ目は下

からうけると水が漏れないことを知っていますが、そのことを「こうしたらいいんや

で。」と教えるのではなく、子どもたち自身が遊びながら「こうしたらいいのと違う？」

と考えたり「あっ。分かった。〇〇すればいいんや。」と発見したりすることを繰り返

しながら遊ぶことを大切にしています。子どもたちが何かをひらめいた時の顔は輝いて

いますし、誰かに伝えたい気持ちが高まり、大きな声で話す姿があります。その声を聞

いて、まわりの子どもたちが真似たり気付いたりしながら遊びが広がっています。 

  少し、水や泥が苦手に感じている子どもも、そんな様子を見て「ちょっとやってみよ

うかな。」という気持ちになり、水を触ってみたら「気持ちいい～。」と心から感じた声が

聞こえ、一緒に遊んでいた教師たちもとても嬉しい気持ちになりました。 

  

 

 

 


